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　私達は今平和な日常のなかでひたすら絵を描き彫
刻の制作に精を出している。
　しかし近年世界は年ごとに格差や対立が深まり政
治的な不安定化が進んでいる。
　最も安定しているかに思われているヨーロッパで
さえ政治的状況は揺らいでおり、歴史が逆戻りしつ
つあるか危惧される戦争や紛争は収まる様子を見せ
ず曾野綾子の言葉が真実味を帯びてくる『闘争とい
うことは人間と動物にとって一種のゆるぎない持続
可能な最高の手近な快楽なのである、だから局地戦
争も部族抗争も宗教戦争も決してこの世から無くな
らない』
　2023年時点で紛争による国内外の難民は1億2千万
人である。絵を描き自己を主張することとは何なの
か。何が出来、何をしなければならないのだろう
か。
　自由美術の創立と再出発に関わった人達は戦争と
直接的な関係のなかで芸術活動を成立させた芸術家
集団であると云える。
　自由美術は第二次大戦による傷を背負い又会員は
それぞれが戦争により多くのものを失ったまゝ　戦
後の人生の一歩を踏み出したのである。
　松本竣介は1941年に行われた軍人と著名な美術批
評家の座談会「国防国家と美術」̶画家は何をなす
べきか」に対して「生きている画家」で芸術に於け
る普遍妥当性の意味は……ヒューマニティとして理
解している」とみづゑに発表し気概を示した。勇気
だけでは出来ない使命感に迫られてのことだろう。
　浜田知明は戦争の残酷さや悲惨さ、加えて軍隊の
野蛮さや愚劣さを5年に及ぶ自身の軍隊経験の上に
「初年兵哀歌シリーズ」を発表し世界の注目と感動
を呼んだ。これは二次大戦が敗戦国ばかりでなく、
戦勝国、特に激戦地となったヨーロッパでは天文学
的数字の命が失われ人々は心に重い傷を負ったまま
生活の再建に取り組まざるを得なかった現実がそう
させたのだと云える。戦後を代表する「重い手」
「群像」を描いた鶴岡政男、麻生三郎描くところの
人物像も又戦争の影が色濃く背景づくっている。
　戦争による傷や戦争の愚かさを描き続けた画家は

自由美術以外にも少なくない。ピカソのゲルニカ、
香月泰男のシベリアシリーズ、ベンシャーンの数々
の作品などは社会に大きな影響を与えた。周知のこ
とだがゲルニカは1937年フランコ軍がドイツ軍の助
力を得てバスク地方の街ゲルニカに対し無差別爆撃
を行ったことに抗議して描かれた、香月泰男は自身
のシベリアのセーヤ強制収容所の体験を綴る様に描
いた「シベリアシリーズ」である。戦後であるにも
拘らずシベリアで55,000人の日本兵の命が飢えと寒
さと苛酷な労働によって失われたそうした現実の体
験から描かれた作品は見る者の心を深くえぐる様な
感動をもたらしたのである。
　この時代の自由美術の作品や香月泰男の作品に共
通する問題を麻生三郎が指摘している
　自由美術の仲間の作品とゲルニカを比較してピカ
ソは立体派を通過したことにより合理的でないもの
は一切整理される…健康なピカソの線は大変羨まし
い、しかし病んでいる人間たちの精神はけっして計
算された構造をもち得ない、という意味のことを
語っている。
　戦後、自由美術とは何か、又何をしようとするの
かという公開研究会の対談にも自由美術の姿勢の一
端を見ることができる。
参加者は花田清輝、椎名麟三、安部公房、埴谷雄
高、寺田透、荒正人、佐々木基一　と自由美術の会
員数名である　埴谷雄高が日本の文学も絵画も同じ
だが外国の影響からまず新しいものができるので現
実の中からできたものではないのだ、変な近代性だ
と発言している。そして表現の原点は如何にあるべ
きかについて議論が進められた。

「表現の原点は」
福　田　　篤

霊 山  邦 夫　  　　　　　　　　　          「ことばあそび」
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　今回の個展が決まったのは、3～4年前のことで
した。
　嬉しいと思う反面、果たして出来るのだろうか
という不安が大きく、心にのしかかっていまし
た。不安を払拭すべく、福山で大作が掛けられる
画廊を探しました。そこでの個展に自由美術の仲
間が広島・岡山・香川からも来てくださって、大
きく背中を押してくださいました。　
　「宇フオーラム美術館」には、100号を20点持っ
て行き作品を並べ替えながら、14点を展示しまし
た。家では小さな部屋で仕事をしていますのでと
ても新鮮でした。広い場所でゆっくり作品と対峙
できました。駅から遠く来て頂けるかどうか心配
しておりましたが、自由美術の先輩、仲間に沢山
おいで頂けました。お名前と作品は知っていても
人物を存じ上げない方が多かったので結びついて
嬉しかったです。自由の先輩から、持って帰って
そのままにしないで、気になるところを加筆した
り、削ったりしてなどのアドバイスを頂きまし
た。都美術館で、東京自由美術展を見せていただ
けたのも勉強になりました。　
　最後に、搬入搬出をお手伝いしてくださった西
尾さんに心より感謝申し上げます。

岩瀬　晶子
「個展を終えて」

F100
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中学校教師だったころ、制作は夏休み限定
夏休み前には描きたいものがほぼ決まっていた
今は週２日の高校非常勤、制作時間はたっぷり

自作の大半は架空の人物や情景などの具象だ
ポーズや表情、構図をあれこれと考えるが
描きたいものが決まらなければ前には進めない

そのうち何かがひらめくことを期待しつつ
オフの日は読書、畑や庭仕事、DIY、散歩、Bike
夜はBGMを流し、新旧の自作を眺めては酒を飲む

美術館やギャラリーにはけっこう出かける
出先でたまに絵を買う、ヤフオクでもたまに落札
良い絵が手元にあると自作の稚拙さがよくが分かる

個展は地元宇部市で2年に1回のペース
会場のレイアウトを考えるのはすごく楽しい
ギャラリーの個展では1点売れるとホッとする

地元の公募展には毎年出品、入選ならば○
この夏64才、仕事も制作も人間関係もマイペース
今はこれくらいがちょうどいい

  守山　幸伸
「ちようどいい」

「portrait」　B3パネル

「来客」　B3パネル
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　私は現在、小規模ながら『ギャラリー・絵画教
室 WAY』を経営しています。その設立への経緯
を紹介したいと思います。
　私は今年で75才になります。15年以上も前のこ
とになりますが、定年（60才）を控え、退職後の
仕事について思いを巡らしていました。それは、
県立高校の美術教師として勤めた37年間という長
い経験を生かした絵画教室を開設し、自分の作品
を常時展示できるギャラリーを設立することでし
た。そのためには敷地内に別棟で絵画教室とギャ
ラリーを併設した建物、そして広い駐車場が必要
でした。土地の確保、建築許可、資金面のことな
ど課題が山積みでした。四苦八苦、右往左往、ト
ラブル続きの連続でしたが、皆様方のおかげで、
何とか設置することができました。定年直後の7月
にオープン記念展を開催し、沢山の方々に見て頂
いたっことを、ありがたくも幸せに思った事を鮮
明に思い出します。
　あれから、10数年の月日が経過し、今年の4月29
日から5月6日まで、自分の建てたギャラリーで、
初めての個展（絵画展）を開催しました。会期
中、多くの方々に来場頂き好評でした。昨年、受
賞した靉光賞の作品も展示することができまし
た。又、5月3日は金婚の日でもありました。展示
された作品はもとより、教師時代の生徒さん方と
の思い出話など、夢と現実が一致した素敵な日々
でした。皆様方のお陰であると感謝しています。

谷内　徹
ギャラリー・絵画教室 WAY

「TOWER」  187×98cm
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　40年前南アルプスのふもと尾白の森で2人の人に
出合った。1人は1回り年上の画商、1人は物作り好
きな同年代の美術作家、画商は2千坪の山林を借
り、作家と2人で2階建て土壁の画廊を作った。　
　体験型画廊で、染め物をしたり、縄文の野焼を
したり、コンサートをしたりした。そのなかで物
作り好きの彼が中心になり、何人かで4mの陶芸穴
窯を造った。何度も失敗しながら窯焚も出来る様
になった。
　森には何もないけどなんでもある。木を切って
家を建て、土をつくって器にし、草や葉っぱでテ
ンプラを揚げ、楽しかった。あの頃は森にいるだ
けで創作のエネルギーが湧いていた。
　残念ながら2人共ここ数年で立て続けて亡くなっ
てしまった。森は更地にして返す事になり窯のレ
ンガは自分の家に運んだ。又ここで窯作りしよう
と思う、土に触っていると自然にエネルギーが湧
いてくる。
　今回の個展では、あの頃を忘れない様4枚の森の
絵を描いた。更地になりキャンプ場になったとい
う尾白の森には行っていない。

西沢　武徳
尾白の森にて

「或  夜」　　　　   　　　S30
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　2011年から1年おきに、私は個展を行っていま
す。当時教えを受けていた先生の勧めもあって、
勉強にもなるかと思ったからです。毎回、本当に
勉強になりますが、個展の期間中は、なんと言っ
ても私の絵だけしかそこには存在しないのだか
ら、毎日良くも悪くも絵と向き合う事となってし
まいます。だから落ち込む事も多々あります。興
味深いのは観に来てくださった方々と話しをする
中で、色々な見え方がある。と言う事に気付かせ
てもらえます。面白いですし、本当にありがたい
です。だから私にとって個展は、私の絵『作品」
に対する想いと向き合うきっかけのようなものに
もなっています。表現や何を描きたいのか、と言
うことよりも大切な問いかけです。
　「何故、絵を描くのか？」　
　「描きたいから。何かは分からないけど、その
何かを描きたい、だから描く！」
　私にとって、心の叫びにも似た問いかけの答え
は、絵を描くうえでの原点でもあり原動力でもあ
ると改めて気付かせてもらえるのです。個展は、
作品の世界観のようなものを発表するだけではな
く、私にとってのその答えを思い出させてくれ
る、貴重で大切な時間でもあると思っています。

吉川　千里
「個展と原点」
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多胡　宏
「日々を丁寧に」
　ギャラリーの方から個展を開かな
いかというお話をいただいてからお
返事をするまでに一年以上かかって
しまいました。会場が広い、今の作
品の内容と質で自信を持って並べら
れるだろうか、あれこれ不安と自信
の無さで迷っていました。再度お話
をいただいたとき、たいした作品で
もないのに何度もお断りするのは失
礼だろう、担当の方の人柄も信頼で
きそうだと覚悟を決めました。会場
には51点の作品を並べました。展示
を終えるとこれまでやってきたこ
と、現在やっていることが良いこと
悪いことを含めて浮き上がってきま

した。初日の会場に独り居て、改めてこれからの
ことを考えました。焦らず、慌てず、諦めず、自
分なりのテーマを掘り下げ、自分なりの確信と覚
悟をもって制作を続けていくのだと何度も何度も
自分に言い聞かせていました。雑事の多い日々
を、なすべきことを忘れず丁寧に過ごすしかない
のだと。今回はできるだけ会場に居ることを心掛
けました。お世話になっている方や版画の仲間に
ご挨拶ができ、これまで応援していただいていた
方に初めてお会いできたり、新たな出会いもあっ
たり、嬉しく貴重な時間を持つことができたのは
ありがたかったです。会期を無事に終え、とても
ほっとしました。 今では遠い日のように感じます
が、 ざらりとした手応えが残っています。 会場で
自分に言い聞かせたことをときどき呪文のように
唱え、日々を過ごしています。

「四つ目の星」　14.5×22.5cm

「方舟」　22.5×14.5cm
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2023年 12月 5日（火）～12月 10日（日）
　　　　　　　さいたま市立大宮図書館展示スペース
『ミクロコスモス～遺跡』
　　　　　　　　　2008年から現在までの作品を展示

　私の地元の大宮で大規模な展示スペースが見つか
り、これまでとは違った、 大きな個展が出来ました。
　今回は、さいたま市の芸術祭と重なって、 大勢の人
が観に来てくれて大盛況でした。
　また、過去26年の100号以上の作品20点を並べてみ
ると、いままでの仕事が確かなものだったとわかり、
これからの作品制作に大きな自信となりました。

　過去と現在の作品とを、目の前にして思ったこと
は、表現が変わっても作品の根本的なコンセプトは変
わらないということです。

遺跡が発掘された。
何千年も前の人々の生活が
柱の穴
地表を掘り下げた地底に
こげ茶色と黒のコントラストがあった
歪んだ線と楕円
ブルーとオレンジ 　乾いた黄色
一見無機質な風景から
古代の人々の生活が立ち上がってくる。

表現は変容しなければならない
表現は自らの生育と共に進化してゆく
表現したものには
常に満足は無い。

小野　精三「個展で思う事」

「遺跡」　F100

「遺跡」　P40
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　若い頃赴任した京都乙訓の地で初めて、長岡京
の遺跡の発掘現場を目にして以来、古代遺跡への
関心と憧憬は今に続く。その対象はやがて、古
墳、弥生、縄文時代と時を遡ることとなり、赤城
山麓の縄文土器「焼町式土器」に辿り着く。
　5000～4000年程前、日本独特の自然条件の中で
厳しい自然を畏怖し敬って生きた人々の暮らしと
祈り、その考え方は現代の自然、生命をないがし
ろにする価値観とは真逆のアニミズムの世界観が、
見事にこの焼町土器に生きづいていると感じる。
　私は作品に、土（陶土と発掘土とジェル）を地
塗りしてからマットな地肌を作った上に水性顔料
で形をとっていく。
　学生時代に学んだフレスコ画の技法を応用し、
縄文へのイメージを立ち上がらせてゆく。まだ乾
ききらない土の画面に、様々な用具でマチエール
を創る楽しさも味わったりしながら。
　そして仕上げには堅牢さと発色を保つために、
油絵具や岩絵の具を用いる。独自性を試行錯誤す
る中での混合技法だった。
題材としている「焼町土器」は縄文土器としては

最大級の60～80cmの高さをもつ。口縁部には抽
象化された鳥の頭、側面には小動物、流水や記号
様の形でびっしりと埋め尽くされている。この不
思議な文様には、文字を持たなかったとされる縄
文人の訴えや祈りが記号として込められているの
ではないか。その造形能力や抽象化をする感性に
は向き合うたびに驚かされる。
　今回の会場は築150年という歴史的な京町家の
「堺町画廊」。重厚な柱梁、高い天井に古い土壁
の空間は「土」を用いた作品とマッチし、来場さ
れた方からも一体化して落ちつくとの感想が多
く、作品と展示空間についても新たな気付きの
あった個展でした。

宮田　啓子
「縄文と創作そして私」

「土と火と水」 　F100

「水を抱く器」 　F10
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　４年前 K'sギャラリーの増田

さんから突然抽象画の個展を

やってみないかとお話をいただ

いた。私の作品は表面は具象風

景画ではあるが、初めの導入は

線と色面の抽象構成から始まる

心象風景である。それを感じて

もらえてのお誘いなのだったと

思う。

　それから暗中模索の個展１年

目、２年目を経て今回３度目と

なる個展となった。

　当初、抽象の定義とは何かと

頭を悩ませた。そして制作を進める中、ふと20年

前に立ち返り思い出した。当時から抽象表現にあ

こがれがあったが、今から偶然のマチエールや道

具を使った雰囲気に頼っていたら将来行き詰まる

と思い、また自分が何を表現したいか固まっても

いなかったので、いつか何かが見える日が来るま

でとりあえず基本に立ち返りがむしゃらに筆のみ

で実直に手を動かしてきたのだった。あろうこと

かすっかり当初の目的を忘れていたが、今回個展

の機会をいただきこの20年来の仕事がようやく実

を結び始めたように思う。

　毎年テーマとなるモチーフは変化しているが、

今回はいつも描いている風景の色面をより抽出し

た作品となった。抽象とはいっているが、本質の

仕事は変わっていないと思う。具象画はより心象

風景表現がメインではあるが、抽象的表現と双方

において、ありふれた世界の、ただそこにある美

しい色彩を表現したいというこだわりは共通して

いる。

　今年11月末には具象画の個展を控えているが、

自分でも今後どう展開していくのか気になるとこ

ろではある。

山田かの子
一抽象と具象の狭間で一
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　昨年の秋、自由美術展の会期中に開いた
２人展の際、作品について様々な感想や意
見をいただきました。「よし、次こそは」
と気合を入れて制作に取り掛かったもの
の、２月に中和ギャラリーでの個展が迫っ
ていて、間に合うだろうかと心配でした
が、なんとか無事開催することが出来まし
た。毎回、展示した後、「こんなんじゃだ
めだ。何言われるかわからない。」と落ち
込むのですが、今回は「人は人。自分は自
分。」と呪文のように自分に言い聞かせて

いたせいか、何を言われても、「なるほど、そう
いう見方もあるのか。」と受け止めることが出来
ました。少しは自信が持てるようになったのか？
それとも開き直り？
　私の場合、自然の中にある有機的な形に触発さ
れて、そこから画面の中に自分の納得のいくかた
ちをどう作っていくか、それがテーマです。画面
の中でどうしても必要な線やかたちが表れた時、
なにものにも代えがたい喜びを感じます。
　今、世界ではあちこちで戦争が起き、命を落と
している人々がいる。そのことを前に無力感に襲
われるが、歌人穂村弘が短歌のことを、「児戯の
ようなものだが、些細なことの復権でもある。」
と言っているのを聞いてとても共感しました。私
の創作も「児戯」のようなものだけど、自分に
とっては必要なこと。それができる幸せをかみし
めてこれからも制作を続けていきたいと思いま
す。

大野　恵子
「創作と発表から思うこと」
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　昨年、私の故郷である福島
県白河市において「抽象絵画
の軌跡」と言う少し大げさな
題名の展覧会を開きました。
会場はマイタウン白河アート
ギャラリーと言って壁画が
70m 前後もあり天井も高く美
術館並みのスペースでした。
大作三十点、中小品二十三点、計五十三点、十七
歳から七十五歳まで約半世紀の作品が並びました。
　初期の作品は一、二点ずつですが、2000 年以降
は個展で発表した作品を四、五点ずつピックアッ
プして制作順に展示しました。四回位の個展を一
同に展示した感じでした。個展の度に絵が変わっ
て来ているので他人がみたらグループ展の様に見
えてしまうのではないかと不安でしたが、展示を
手伝って下さった人に聞いてみたら「そんなこと
ないよ！変化が自然に感じ取れて良い展覧会だよ」
と言ってもらえたのでほっとしました。
　会期中は東京や仙台からミズさん夫婦を始め自
由美術の方々約二十名がわざわざ白河まで足を運
んで下さいました。皆さん一様に会場の広さと作
品の数の多さに驚かれた様子でした。中には「永
畑さんの作品は一点だけで見るよりも四、五点ま
とめてみると良く理解できるし、感動的だよ！」
と言ってくれた人もいました。地元の人達の反応
は今ひとつでしたが、普段、抽象画に触れる機械
が少なく、また会場は街の中心にあるにもかかわ
らず駐車場が少ないために来場しにくい状況でも
ありました。
　しかし、幸いなことに母校である県立
白河高校で、「Forest」(130×260cm) とい
う作品の寄贈を受け入れていただき、正
面玄関に展示されました。若い人たちに
観ていただければ幸いです。
　最後になりましたが森真さん、松本明
さん、日和佐さんには搬入搬出、展示等
大変お世話になりました。心よりお礼申
し上げます。また、展覧会を見ていただ
いた皆さん感謝に堪えません。

永畑　隆男
抽象絵画の軌跡

　「Forest」  130×260cm

「シラカワコミネ」  160×130cm
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満武　京子
「絵を描くって・なんなんでしょう！」

　絵を見て歩く、人々と話す、絵の話、描き方、道具、

絵の具、教えてもらった先生、仲間、そんな日々が、

絵に携わったお蔭で過ごせているような気がしま

す。

　私にとって、毎年、自由美術、団体展に作品を

発表し、表現することで、絵を描き続けることが

出来、その存在は、どんなに大きかったかと思い

ます。

　朝、林の中を歩き、空気のにおい、鳥の声、風、

音を感じウオーキングする日々です。樹、枝、実、葉、

朽ちていく木、自然のその中から、新しい芽が気

がつかないうちにでてくる。その中から絵が描け

たらと思っています。心のままに、ただあるよう

に描ける。そんな時がいつか、やってくるかもし

れない。悩みながら、キャンバスに向かって過ご

したいです。

「葡萄図－冬」

「葡萄図」
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̶人里離れた麻積村の池田宗弘邸̶ 立体部　川崎　文雄

立体部研修旅行・アトリエ訪問

　立体部事務局の古賀氏の発案から実現したアト

リエ訪問は 4 月末、立体部 10 名と平面部 2 名の参

加で行なわれた。長野県東筑摩郡麻積村の山あい

に池田宗弘氏の邸を訪問した。池田氏には笑顔で

迎えて戴いた。私は池田氏邸を訪れるのは、奥様

の納骨式以来で久しぶりである。アトリエを囲む

庭の林の中にはあちらこちらに作品が置いてあり、

真鍮を溶接して制作された作品群は風雨にさらさ

れ黒ずんだ美しい色になっている。池田氏は庭に

出ると歓迎の鐘を鳴らしてくれた。20 年程前に宇

部の現代彫刻展の出品作で、旅人シリーズの一つ

で、6M 程もある高さがある骨組で構成された鐘楼

の上に鐘が吊り下げられていてロープで鳴らせる

ようになっている。宇部では開けた場所に設置さ

れていたが、林の中では違った雰囲気をもって響

いてくる。確かスペイン巡礼の道で巡礼者が霧の

中で迷わないように鐘を鳴らし続ける教会をモチー

フに制作されたと記憶している。

　池田氏は 80 年代前半、スペイン巡礼の道を歩い

て旅人シリーズを制作し、巡礼の道の大絵巻を描き

サンテイアゴの大聖堂に奉納されている。和紙に描

かれた一抱えもある大作の絵巻をかついで 90 年代

になりまた巡礼の道を歩かれている。ロマネスク彫

刻の研究にと歩かれたスペイン巡礼の旅は池田氏の

制作活動の一つの支柱になっていると話を聞きなが

ら感じた。古武道にも精通した池田氏のパワフルさ

と旺盛な制作意欲さを感じたアトリエ訪問となっ

た。

　その夜はホテルに一泊し歓談し、翌日近くの寺や

石仏郡を見学し帰路についた。この寺の仏像はなか

なか見るべきものがあったが、ここでは割愛しよう。
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　4月下旬に、長野県麻積村にお住まいの、池田宗

弘氏邸を研修訪問としてお訪ねしました。中央線

吉祥寺駅前に集合し、会員12名が車2台に分乗して

出発しました。

　池田氏は、彫刻界の先輩として長く活躍されて

います。展覧会場や部会での作品展示やお話し

は、武道家の一面も加味されて、貴重なもので

す。

　今回の訪問は、なによりの事として参加しまし

た。

　聖高原に近い池田邸は、屋根に特徴がある重厚

な建築です。広い庭の木立ちの間に多くの作品が

置かれています。真鍮直付けの大作が並び様々な

表現に見入りました。庭の足元では、季節の草花

や飼い猫たちが、顔を見せてくれました。

　一階は、木彫・真鍮・ブロンズ等多様な材質の

作品が並び穏やかな祈りの場を思いました。上へ

と続く巾広い階段は、石壁に添い上から降る光が

印象的でした。

　二階扉の中は、大窓のある静かな部屋でした。

沢山の書籍があり、著作（巡礼の道・スペイン・

サンティアゴへ）も拝見でき、資料や小品の話を

伺えました。

　別の部屋は、天井が高くカテドラルの様です。

背の高い脚立の前に制作途中の壁画が描かれてい

ます。聖母子像は池田氏の少年期の想いもあると

の事でした。制作用脚立の高さに驚きつつ、更に

制作が進む様子が窺えました。

　今回の訪問は、私にとって幾つかの国を、旅し

た様でした。扉の中に、豊かな時間を体験したよ

うに思います。

　池田様には、作家の大切なアトリエに受けて入

れて下さり、ありがとうございました。御好意を

糧としてまいります。

立体部　肥沢　直子

̶ 池田宗弘邸を訪ねて ̶
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◉ 個展　 会員展  等

自由美術会員の個展、グループ展、各地域の自由美術主催展

7/ 9

7/30

7/ 8

7/31

7/23

8/26

7/19

7/30

7/29

7/23

8/ 8

8/27

9/10

9/ 2

10/ 8

7/ 4

7/25

7/ 3

7/ 3

7/20

8/21

7/ 7

7/25

7/18

7/18

8/ 4

8/22

9/ 5

8/28

10/ 2

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

２０２３

一井リツ子個展 

第55回 黄人展

相良由紀小品展

北海道グループ展

第22回自由美術富山グループ展

第21回獏展

醍醐イサム個展

第65回東中国自由美術展

平澤重信展-Resilience-

第60回自由美術関西展

第58回自由美術群馬展

田中秀樹展

第53回 大分自由美術展

永畑隆男展

柳田祐希個展

ギャラリー恵風

広島県立美術館　第4・5室

ギャラリー檜ｅ

ギャラリー左岸　SAGAN

富山県民会館美術館

K's Gallery

ギャラリー絵夢

岡山県天神山文化プラザ第1展示室（1F）

あらかわ画廊

京都府立文化芸術会館1階・2階展示室

ノイエス朝日

中和ギャラリー

大分県立美術館 1階 展示室

ギャラリー檜C

あかね画廊

11/ 5

11/ 2

11/26

11/12

11/26

12/ 8

11/29

12/17

11/12

11/12

1/ 8

12/16

11/25

12/10

11/26

10/31

10/27

11/18

10/29

11/21

11/20

11/23

12/11

11/ 7

11/ 7

12/26

12/ 4

11/20

12/ 5

11/21

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

新保正之展

平澤重信展

醍醐イサム 國定正彦 二人展 「CROSS」

醍醐イサム個展ⅡD-GIN

中野渡みね子展

柳田祐希個展　

守山幸伸展

中村春子自選展

姫井美貴子版画展

第87回 自由美術(京都展)

第87回 自由美術 名古屋展

醍醐イサム個展

吉川千里展

小野精三展

久松孝彦遺作展

中和ギャラリー

ギャラリーきっさこ

石井画廊

ギャラリー樂座

中和ギャラリー

武蔵野美術大学２号館1F gFAL

GLYCINES

ギャラリー安里

中和ギャラリー

京郡市美術館別館 1F・2F

愛知県美術館ギャラリーＡ･Ｂ･Ｃ室

K's Gallery

K's Gallery

さいたま市立大宮図書館展示スペース

静岡市民ギャラリー

◉ グループ展  等
7/18

7/18

8/ 9

7/29

7/13

7/13

7/ 8

7/31

7/24

7/ 6

～

～

～

～

～

幻想リアリズムの系譜
田島和雄　手島まき子

未来抽象芸術展
瀧田紀子

Concrete - 形への思い -
小倉信一　笠井順子　岡ノ谷見美依
大野修　有田敬子　吉村俊

Gallery HINOKI Art Fair XXV
中野渡みね子　山田かの子

綺羅星展
森真　笠井順子　小暮芳宏
伊藤雄人　寺床まり子　村秋木綿
依田元明

NTT東日本群馬支店YOUHALL

こくみん共済coopホール/スペース・ゼロ

ギャラリー絵夢

ギャラリー檜B・C・ｅ・Ｆ

千駄木画廊

8/ 3

8/ 7

8/ 7

8/31

7/ 9

7/24

8/ 2

8/ 2

8/ 1

7/ 4

～

～

～

～

～

interseotion-sm
寺床まり子

現代ガールズ展
寺床まり子

現代美術韓日展2023
寺床まり子　小林成行　西沢武徳
有田敬子　的場脩二

安中現代美術展2023
醍醐イサム

ART WAVE 目黒現代美術展2023
醍醐イサム

ギャルリー志門

福島県郡山市うすい百貨店８階ギャラリー

Gallery H

MUSEE MATSUIDA

目黒区美術館区民ギャラリー

田中秀樹 渡邉知平

西牧喜文
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K's Gallery

中和ギャラリー

山口画廊

広島県立美術館ギャラリー5室

愛知県美術館ギャラリーE室

◉ 個展　 会員展  等
2/12

2/25

2/10

3/ 9

4/14

2/ 2

2/20

2/ 5

3/ 4

4/ 1

～

～

～

～

～

２０２４

平澤重信個展

大野恵子展

醍醐イサム個展

満武京子展

小倉信一展-ドローイングによる-

ギャラリー枝香庵

中和ギャラリー

ギャラリーＧＫ

あらかわ画廊

ゆう画廊　5/6F

4/ 6

4/ 7

4/14

3/31

4/29

4/ 1

4/ 2

3/28

3/26

4/23

～

～

～

～

～

松崎九鬼展

寺床まり子展

平澤重信展

西尾裕展

第75回中部自由美術

ギャラリー檜B・C

宮地楽器ホール 市民ギャラリー

朝霞市中央公民館ギャラリー

ギャルリー成瀬17

千駄木画廊

ギャラリー暁

AKIRA-ISAO

成美教育文化会館 １階ギャラリー

ギャラリーＫ

K's Gallery

千駄木画廊

うしお画廊

10/ 5

9/ 7

10/ 2

10/ 7

9/24

10/ 7

10/22

10/14

10/10

10/22

10/23

10/15

9/30

10/25

9/26

9/ 1

9/27

10/ 2

9/ 9

10/ 2

10/16

10/ 9

10/ 5

10/18

10/13

10/ 8
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秋のシンホニー2023
五十嵐久美子　岸川理子

座・琳派展玖
醍醐イサム

International art exhibition 2023
醍醐イサム

版画の海　

県展作品展
醍醐イサム

二人展 大野恵子×倉田るみ

ヒトトモノタチ
小倉信一　大野修　吉見博

はじまりの庭
平澤重信　高橋靖子　寺床まり子

「世界を駆ける表現者たち」国際交流展
寺床まり子

第66回CWAJ現代版画展
五十嵐久美子

私の、意中の画家 Ⅲ
平澤重信　寺床まり子　岸川理子

酒蔵アート in なめりかわ 2023
水野利詩恵

絵画の森

まほろば　佐久に咲く　素描展　2023
平澤重信

中和ギャラリー

鶴見画廊

横浜赤レンガ倉庫　1号館2階

ギャラリーストークス

朝霞市博物館

ギャラリー檜B

ゆう画廊

ギャラリーストークス

福島空港ビル

ヒルサイドフォーラム

ギャラリー枝香庵

ぼんぼこさ

ギャラリーストークス

ギャラリー絵夢

11/ 4

10/31

11/12

11/12

12/10

12/23

12/10

11/12

12/16

12/26

12/24

12/25

10/30

10/26

11/ 7

11/ 4

12/ 4

12/18

12/ 1

11/ 7

12/ 1

12/18
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12/18
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～

～
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ART WAVE 京橋現代美術展2023
醍醐イサム

2023喫水線展
五十嵐久美子

第31回朝霞市美術協会展
醍醐イサム

点の解 select in NARUSE
笠井順子

アール・デサンブル展

美の棲む処Vol.11
中野渡みね子

Sense of Wonder
山田かの子

第36回 多摩北部5市美術家展
尾崎武　野口高史　古田由美子

絵画の方向
寺床まり子

2023年ギリギリ展
寺床まり子　鈴木香織　永畑隆男

21世紀美術交流展
阿部真由美　有田敬子　一ノ澤文夫
岡本叔子　相良由紀　中野渡みね子
姫井美貴子　本間公任子

あなたのためのカレンダー展Ⅷ
那須ゆいか

髙橋敬子

松崎九鬼 柳田祐希
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◉ グループ展  等
1/15

1/13

2/25

1/28

1/20
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1/11
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2/15

　 1/20

1/15

1/15

2/29

～
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～

～
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～

2024艸展
那須ゆいか

新春ガラス絵展
平澤重信

現代抽象作家展
寺床まり子　中野渡みね子
霊山邦夫　村秋木綿

ミズ「サンタマリア」と素敵な仲間たち展
ミズテツオ　醍醐イサム　國定正彦
平澤重信

ART WAVE 新春新年会展2024
醍醐イサム

第54回シャリバリ2024年展
大野美代子

優展
寺床まり子

岡谷美術考古館

ぎゃらりい サムホール

ギャラリー絵夢

ギャラリー君香堂

ギャラリーＧＫ

元麻布ギャラリー

ギャラリーヴェルジェ
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3/17
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丰無丨(ほうむこん）‒其之弐
醍醐イサム　柳田祐希

2024 彫刻12人展

Dal Vent
那須ゆいか　水野利詩恵

第15回春季朝霞市美術協会展
醍醐イサム

小林成行・小林明子展

表現の原点 - 素描 -
大野修　小倉信一

<ミニミニ100選>展
中野渡みね子

ART FILE展　後期
寺床まり子　鈴木香織　相良由紀

gallery Zaroff

銀座アートホール

えすぱす ミラボオ

朝霞市中央公民館ギャラリー

中和ギャラリー

ゆう画廊　5/6F

ギャラリー 暁

K's Gallery

5/26

4/21
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5/17
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5/25
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岩瀬晶子展

2024自由美術協会京都作家展

多胡宏版画展

伊藤朝彦墨絵展

醍醐イサム個展

吉見博展

渡邊知平展

山田かの子展

美濃部民子個展

第13回東京自由美術展

2024三重自由美術うつなみ

西村幸生展

髙橋敬子展

平澤重信展

宇フォーラム美術館

京郡府立文化芸術会館１階大陳列室

高崎高島屋５階アートギャラリー

日本画廊

ギャラリーストークス

ゆう画廊　5/6F

ギャラリー檜ｅ

K's Gallery-an

ギャラリーストークス

東京都美術館

熊野市民会館2階ラウンジ

ギャルリー志門

日本画廊

あらかわ画廊

7/ 8

7/14

7/ 6

6/ 9

6/29

7/ 7

7/28

7/21

7/21

9/ 1

8/ 4

7/28

8/11

6/21

7/ 9

6/30

6/ 4

6/24

7/ 2

7/24

7/ 9

7/16

7/10

7/30

7/23

8/ 6

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

平澤重信

山本清人個展

國定正彦展

宮田啓子展

西牧喜文展

第61回自由美術関西展

第43回静岡県自由美術展

醍醐イサム個展

野口高史展

佐々木正芳追悼展

第66回東中国自由美術展

黄人展

第50回自由美術香川

obi gallery

Gallery For You

ギャラリーストークス

堺町画廊

K's Gallery

京都府立文化芸術会館1階・2階展示室

クリエート浜松ギャラリー32 33 34

ギャラリー絵夢

アートギャラリー絵の具箱

秋保の杜 佐々木美術館&人形館

岡山県天神山文化プラザ第1展示室（1F）

広島県立美術館 県民ギャラリー第2・3展示室

善通寺市美術館(展示室1・2)

守山幸伸
久松孝彦

野口高史
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5/ 5

4/14

4/13

4/29

4/20

6/29

5/11

5/12

6/ 2

5/26

6/22

4/29

4/ 6

4/ 1

4/23

4/15

6/24

4/23

5/ 7

5/27

5/22

6/11

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

学園祭展
阿部真由美　一ノ澤文夫　入江孝子
相良由紀　中野渡みね子　姫井美貴子
ミズテツオ

版画三人展
多胡宏　中林三恵

仮面早展
阿部真由美

点の解 Vol.9
笠井順子

モノクローム展
古田由美子

2024年 “U展” 千駄木

shyowa展
阿部真由美

MG5 PARTⅫ
霊山邦夫

水彩の庭2024
平澤重信　高橋靖子

第40回森野会展
寺床まり子

RAINY DAYS!
阿部真由美

千駄木画廊

ノイエス朝日

ギャラリーＧＫ

横浜市民ギャラリー

ギャルリー志門

千駄木画廊

どもーんず

中和ギャラリー

ギャラリー きっさこ

ギャルリー　ヴェルジェ

DOMOANES

7/13

7/28

7/27

7/27

8/10

7/27

7/21

8/ 3

8/ 5

7/ 7

7/16

7/22

7/22

8/ 1

7/15

7/17

7/29

7/31

～

～

～

～

～

～

～

～

～

第26回綺羅星★展
伊藤雄人　笠井順子　小暮芳宏
小林成行　古橋眞智子　依田元明
森真

Symphony
五十嵐久美子　岡本叔子
岸川理子

Gallery HINOKI Art Fair XXⅥ
中野渡みね子　山田かの子
相良由紀

第22回獏展
中野渡みね子

Concrete－形への思い－
小倉信一　有田敬子　笠井順子
大野修　岡ノ谷美依　吉村俊

ART WAVE 目黒現代美術展2024
醍醐イサム

第30回 現代美術日韓展 2024
寺床まり子　小林成行　西沢武徳
有田敬子　的場脩二

現代ガールズ展
寺床まり子

千駄木画廊

中和ギャラリー

ギャラリー檜B・C ｅ・Ｆ

K's Gallery-an

ギャラリー絵夢

ギャラリーＧＫ

目黒区美術館区民ギャラリー

ギャラリーくぼた

うすい百貨店８階ギャラリー

Contemporary Art Exhibition
2024 (EAST+WEST)

阿部真由美

小倉信一

西尾裕

吉見博
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編 集 後 記

今年も皆様の御協力、御理解をいただき、発行できました事お礼申し上げます。私は4年

間責任者として活動してまいりましたが、来年からは副の柳田祐希さんが正となりバトン

タッチいたします。自由美術協会の活動の一環、更なる御尽力をお願いいたします。　

◎個展G展の案内、特に各地方で開催されている方。編集部にも是非お知らせください。

発表に力を入れている方をとり上げていきます。◎本年も会員の方の訃報が知らされまし

た。謹んで御冥福お祈りいたします。◎昨年度受賞者、亡くなった方会員の名前は自由美

術ニュース等で御確認下さい。（小倉）

編集研究部　小倉　信一、柳田　祐希　（立体部）川﨑　文雄　
協力委員　福田　　篤、栗本　浩二　　　　　　　　　　　　

公文　淳子、醍醐イサム　　　　　　　　　　　　
平澤　重信　　　　　　　　　　　　

広告担当　松崎　九鬼　　　　　　　　　　　　






